






















































































































































































































































































































































































































































第 2 号、愛知大学史研究創刊号・第 2 号、研




































































































































































B 学生や教職員など学内の PR についても積極的
に行なってほしい。
C 市民トラムをはじめとする学外活動で、トラム
はなくとも諸都市（岡崎・豊田・名古屋ほか）
でも企画できないか。
D 今日はインターネットの時代であるから、発行
された個々の資料の記録性を高めると同時に、
研究報や年報等が発刊された折には、その内
容などにも触れて愛大のホームページ等で広
く知らせる事が良いのではないか。
E 日本近代史の中で若い人々があやふやな歴史観
を持って終わりとしないように、ぜひ近郊の
中高生にも押し付けでなく、勉強の一端とし
て見せてあげたい。また、外国の人々に見せ
たい。
F 各種の催事または成果資料などは、地域に限ら
ず広く関心・関係ある機関への配布を希望し
たい。順次つくられた情報網は研究者の育成、
シンポジウムへの相互参加に繋がり、国内外
を問わず、同文書院実績の検証・顕彰は当該
学問分野の発展にも貢献しよう。
東亜同文書院大学記念基金会の運営・活動にも
積極的な参加・参画を期待したい。表彰のみ
の活動に留まらず、書院の学績顕彰や書院的
分野の研究に必要とされるなら、基金からの
支出も歓迎・評価されよう。
G この勢いを今後持続したい。
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